
 

一 

◎ 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
条
文 

○ 
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）（
抄
）（
附
則
第
三
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

別
表
第
一 
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
） 

 

備
考 

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ

る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

法 
 

律 

事 
 

務 

（
略
） 

（
略
） 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優

生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対

す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年

法
律
第 

 
 

号
） 

第
五
条
第
二
項
並
び
に
第
八
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
及
び
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
事
務 

 
 

別
表
第
一 

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
） 

 

備
考 

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ

る
法
律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

法 
 

律 

事 
 

務 

（
略
） 

（
略
） 

（
新
設
） 

     

（
新
設
） 

 

 
 

 
 



  

二 

○ 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）（
抄
）（
附
則
第
四
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
四
条 

厚
生
労
働
省
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一
～
八
十 

（
略
） 

 

八
十
の
二 

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る

一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第 

 
 

号
）

第
三
条
に
規
定
す
る
一
時
金
に
関
す
る
こ
と
。 

 

八
十
一
～
百
十
一 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

  

（
設
置
） 

第
六
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生

労
働
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 

が
ん
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

肝
炎
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

中
央
最
低
賃
金
審
議
会 

 

（
所
掌
事
務
） 

第
四
条 

厚
生
労
働
省
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一
～
八
十 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

   

八
十
一
～
百
十
一 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

  

（
設
置
） 

第
六
条 

（
略
） 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生

労
働
省
に
置
か
れ
る
審
議
会
等
で
本
省
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 

が
ん
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

肝
炎
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

中
央
最
低
賃
金
審
議
会 



 

三 

 
 

労
働
保
険
審
査
会 

 
 

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会 

 
 

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議 

 
 

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会 

 
 

社
会
保
険
審
査
会 

  

（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
） 

第
十
三
条
の
二
の
二 

旧
優
生
保
護
法
一
時
金
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
旧

優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給

等
に
関
す
る
法
律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

  

（
地
方
厚
生
局
） 

第
十
八
条 

地
方
厚
生
局
は
、
厚
生
労
働
省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
四
条
第

一
項
第
四
号
、
第
九
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
、
第
十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
二

十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
号
、
第
三
十

一
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
、
第

七
十
四
号
、
第
七
十
五
号
、
第
七
十
七
号
、
第
七
十
九
号
、
第
八
十
号
、
第
八

十
一
号
、
第
八
十
二
号
、
第
八
十
四
号
、
第
八
十
五
号
、
第
八
十
七
号
か
ら
第

八
十
九
号
ま
で
、
第
九
十
号
か
ら
第
九
十
六
号
の
二
ま
で
、
第
九
十
八
号
か

 
 

労
働
保
険
審
査
会 

 
 

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
協
議
会 

 
 

（
新
設
） 

 
 

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
関
係
者
会
議 

 
 

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会 

 
 

社
会
保
険
審
査
会 

  

（
新
設
） 

     

（
地
方
厚
生
局
） 

第
十
八
条 

地
方
厚
生
局
は
、
厚
生
労
働
省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
第
四
条
第

一
項
第
四
号
、
第
九
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
、
第
十
八
号
、
第
十
九
号
、
第
二

十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六
号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
号
、
第
三
十

一
号
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
、
第

七
十
四
号
、
第
七
十
五
号
、
第
七
十
七
号
、
第
七
十
九
号
か
ら
第
八
十
二
号
ま

で
、
第
八
十
四
号
、
第
八
十
五
号
、
第
八
十
七
号
か
ら
第
八
十
九
号
ま
で
、
第

九
十
号
か
ら
第
九
十
六
号
の
二
ま
で
、
第
九
十
八
号
か
ら
第
百
号
の
二
ま
で
、



  

四 

ら
第
百
号
の
二
ま
で
、
第
百
二
号
、
第
百
四
号
及
び
第
百
十
一
号
に
掲
げ
る

事
務
を
分
掌
し
、
並
び
に
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二

十
一
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
法

令
の
規
定
に
よ
り
地
方
厚
生
局
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 

第
百
二
号
、
第
百
四
号
及
び
第
百
十
一
号
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
し
、
並
び

に
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
四
十
八

号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
法
令
の
規
定
に
よ
り
地
方

厚
生
局
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 

 
 

 
 



 

五 

○ 

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

 

附 
則 

  

（
一
時
金
の
支
払
の
業
務
） 

第
五
条
の
三 

機
構
は
、
第
十
二
条
第
一
項
及
び
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
当
分
の
間
、
次
の
業
務
を
行
う
。 

 

一 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け

た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律

第 
 

 

号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護

法
一
時
金
支
給
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
一
時
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
第
六
条
第
一
項

の
一
時
金
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

国
の
委
託
を
受
け
て
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
第
二
十
三
条
各

号
に
規
定
す
る
診
断
書
の
作
成
に
要
す
る
費
用
の
支
払
を
行
う
こ
と
。 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。 

２ 

機
構
は
、
前
項
の
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
経
理
と
区

分
し
、
特
別
の
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
業
務
は
、
第
三
十
三
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
と
み
な
す
。 

 

 
 

 

附 

則 

  

（
新
設
） 

               



  

六 

 
（
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金
） 

第
五
条
の
四 

機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
業
務
に
要
す
る
費
用
（
そ
の
執
行
に

要
す
る
費
用
を
含
む
。
）
に
充
て
る
た
め
に
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
払
基
金

（
次
項
に
お
い
て
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
け
、
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支

給
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
充
て
る
も
の
と
さ
れ
る
金
額
を

も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

機
構
は
、
前
条
第
一
項
の
業
務
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て
、
基
金
に
残

余
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
残
余
の
額
を
国
庫
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 

 
 

 
 



 

七 

○ 

成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）（
抄
）（
附
則
第
六
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

 

附 
則 

  

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

３ 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

（
略
） 

 
 

第
十
三
条
の
二
の
二
を
第
十
三
条
の
二
の
三
と
し
、
第
十
三
条
の
二
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
成
育
医
療
等
協
議
会
） 

 

第
十
三
条
の
二
の
二 

成
育
医
療
等
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
成
育
過
程
に
あ

る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切

れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

 
 

 

附 

則 

  

（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

３ 

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

（
略
） 

 
 

第
十
三
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

  
 

（
成
育
医
療
等
協
議
会
） 

 

第
十
三
条
の
二
の
二 

成
育
医
療
等
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
成
育
過
程
に
あ

る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切

れ
目
な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

 
 

 


